
配で心が痛みます。

　変異ウイルスはもとより

ここまで感染が拡大し身近

　先月の１７日(月)から始まりました新型コロナウイ に迫ってきていることへの

ルスの予防接種は当初の心配をよそに順調に進んでお 「不安や恐れ」を強く感じ

ります。 ております。

　特別養護老人ホーム丸瀬布ヒルトップハイツでは先 　この「不安や恐れ」の感

月の３１日(月)に接種を希望された方々の１回目の接 情そのものは「自分を守る」

種が完了いたしました。 ための感情なのでいわば本

　同じく特別養護老人ホームグリーンプラザでは２７ 能的なものなのですが、残

日(木)に１回目の接種が完了いたしました。 念ながら行き過ぎた「不安

　養護老人ホーム緑の園につきましては今月の４日 ・恐れ」の感情は特定の人

(金)に全ての希望者の１回目の接種が完了する予定と を日常生活から遠ざけたり

なっております。 差別するなど、何かにつけ

　そのあと順次２回目の接 感染症に結びつけ悪い情報

種に移り今月中にはすべて ばかりに目を向けがちにな

の利用者さんの接種が終了 ります。

する予定です。 　少し前にはワクチン接種

　２回目の接種が完了した に関して「副反応」ばかり

からといってすべての制限 が注目され、ワクチン接種

が一斉に解除されることは に否定的だった方が少なか

ありませんが感染に対する恐怖感は随分和らぎます。 らずいたかと思いますが、

　さて、そんな中先月の１６日(日)から北海道におい 今ではワクチン接種が進まない状況への不満やい

て２回目の緊急事態宣言が発令されました。 らだちの声のほうが大きいように感じます。

  宣言期間中の５月末感染者数は減ることなく、寧ろ 　悪いけど今のマスコミの情報の流し方は不安を

増加するばかりか身近に感染が迫ってきているようで あおっているようにしか個人的には思えません。

今まで以上に緊張感が高まっています。 　注意喚起のために感染したつらさを発信してい

　特に最近は小さなお子さんの感染が目立ちとても心 方たちをねぎらい・守っていく姿勢や態度こそ今
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の私たちに求められていることなのだと思います。

　ワクチン接種が希望する人すべての人たちに行き届

くまでまだまだ時間はかかりそうです。 　６月は農事がすべて済んだので「みなし月」、

　ワクチンを接種しても実際の社会で効果が確認され 日照りが続いて熱いの

までには時間がかかるのでしょうから当面の間は手洗 で「水無し月」、稲の

い・マスク・換気、そして密閉空間・密集場所・密接 稲の実がふくらむ時期

場面の回避を徹底することは今までと変わらず必要と の「実の成り月」が

されます。 「みな月」になったな

　新型コロナウイルスとの戦いはまだまだ続きます。 どの説があるそうです。

　「不便」な生活は続きますが「不便」は「不幸」で 　さて、緑の園ならび

はありませんし、「不安」な感情だってまっとうなも にグリーンプラザにおける介護理念は「笑顔のた

のです。 めに気持ちをひとつに」です。

　ただ、嫌悪・偏見・差別は絶対にダメです。 　かっこよく言うと私たち職員のミッションは利

  残念ながら緊急事態宣言は今月２０日まで期間が延 用者さんが「笑顔」になってもらうことです。

長されることとなりました。(おばら) 　それぞれの持ち場(職種)で「なすべきことをな

す」ことが私たちの仕事であり、「誰かの役に立

　 立つ」仕事です。

　悔しい話ですが新型コロ

　先月の２８日(金)に社 ナウイルスだって変化して

会福祉法人　丸瀬布社 生き延びようとしています。

会福祉協会第１回理事 　私たちは残念ながら現状

会が開催される予定で の不満はたらたら言います

したが、北海道におけ が「今まではこうやってき

る緊急事態宣言が発令 たから…。」といって変化を拒み、できない・や

されている期間と重な らない理由ばかりを探しています。

ったため書面での決議 　やっぱり現実の状況を変えるための行動をとら

となりました。 ない限り今まで通り日々の業務に追われっぱなし

のままです。

　変化は何もしなければ「脅威」となりますが、

変化を「日常」とすればそれは「機会」ともなり

　先月、ヒルトップハ また、「成長」と言い換えることも可能です。

イツ、そしてグリーン   ってことを先月の会議で職員と話しました。

ラザのおかあさんにそ   そんなことを言っている私ですが、以前の職場

れぞれの施設からカー で寒い おやじギャグを多用し失笑の中お話をして

ネーションの花がプレ ましたら、開設当初からの職員に「まだ、そのネ

ゼントされました。 タ使っているの!?しょーもない」と一蹴され３０

　皆さんにこにことて 年間何も変わっていない私を痛感いたしました。

もいい笑顔でした。 　時の記念日には関係ないお話でごめんなさい。(おばら)


